
「International Symposium on Tumor Biology in Kanazawa 2019」を開催 

2019 年 10 月 29 日 

 

10 月 29 日、金沢大学医学部記念館において、”International Symposium on Tumor 

Biology in Kanazawa 2019”を開催しました。 

本シンポジウムは金沢大学がん進展制御研究所が毎年主催している国際シンポジウムで、

今年はシンガポールの Duke-NUS Medical School のがん研究者４名、David Virshup 先生、

Patrick Tan 先生、Tiong Ong 先生、および板鼻康至先生を招聘し、金沢大がん研と Duke-

NUS の Joint Symposium として開催しました。 

Duke-NUS の研究者からは、Wnt シグナル制御および阻害薬開発、胃がんにおける遺伝子プ

ロモーター制御、慢性骨髄性白血病のエピジェネティック機構、コウモリ組織を用いた薬物

排出機構などのトピックに関して、最新の知見を講演して頂きました。本研究所からは、高

橋智聡教授、松本邦夫教授、矢野聖二教授が、それぞれ Rb 遺伝子変異による微小環境形成、

環状ペプチドを使った HGF シグナル制御、新規肺がん薬剤耐性機構の解明について発表し

た他、研究所の若手研究者から西村建徳先生、田所優子先生、Ketut Gunarta 先生、土屋晃

介先生、武田はるな先生（現・国立がん研究センター）が、それぞれ最近論文発表した内容

について口頭発表しました。続いて、David Virshup 先生からシンポジウム講評として、若

手研究者ひとりづつの発表に対してそれぞれコメントを頂き、参加者全員にとっても大変有

意義な機会となりました。最後に、研究所間の将来の共同同研究の発展を祈念して、今年の 

国際シンポジウムを終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合写真 



Duke-NUS Medical School 

   David Virshup 先生       Patrick Tan 先生        Tiong Ong 先生         板鼻 康至 先生 

 

 

金沢大学がん進展制御研究所 

平尾 敦 所長    鈴木 健之 教授    西村 建徳 先生   高橋 智聡 教授 

 

向田 直史 教授       田所 優子 先生    松本 邦夫 教授   大島 正伸 教授 

源 利成 先生   Ketut Gunarta 先生   矢野 聖二 教授   平田 英周 准教授 

 

     国立がん研究センター     金沢大学 

 

 

            

    

   土屋 晃介 先生    

                             武田 はるな 先生       向 智里 副学長 
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